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２０２２年３月期合格実績ハイライト

都立中
※区立九段中等含む

都立高
進学指導重点校

進学指導特別推進校

芸大・美大

927

963

2021年 2022年

547

606

2021年 2022年

620

718

2021年 2022年

看護医療
国公立大学

私立難関１２大学

973

1,087

2021年 2022年

＋36名 ＋59名

＋98名 ＋114名



14.86

18.61

23.26

2020年 2021年 2022年

（億円）

109.20

112.89

123.78

2020年 2021年 2022年

（億円）
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２０２２年３月期連結業績ハイライト

売上高

経常利益

営業利益

ＲＯＥ
※親会社株主に帰属する当期純利益/自己資本

123.78億円

24.05億円

23.26億円

33.2％16.00
17.86

24.05

2020年 2021年 2022年

（億円）

23.6%
27.3%

33.2%

2020年 2021年 2022年



決算概要 ２０２２年３月期
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増収

連結売上高（百万円）と売上高成長率（%）

・前年から導入した「ダブル学習システム」を継続して実施する

など、コロナ禍での対応が生徒・保護者様からの支持に繋がる。

→前年同期と比較して全ての部門において生徒数が増加。

・夏期講習開講前までに希望する職員のコロナワクチン職域接種を完了。

２月・３月には３回目の接種を実施。

→例年通り夏期・冬期の季節講習や各種合宿を実施し、計画を上回る実績を達成。

＋10.89億円



決算概要 ２０２２年３月期
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連結営業利益（百万円）と営業利益率（%）

増益
1,579

1,293

1,486

1,861

2,326

15.3%

12.2%

13.6%

16.5%

18.8%
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＋4.65億円

・生徒数増加による売上高の増加。

・生徒数の増加等に伴う変動費（教材・模試費、合宿運営費等）の増加。

・コロナ禍での家賃の減額交渉や人件費の適正化等の各種経費削減

策の反動、ＴＶＣＭの実施（１月～３月）。

・利益率向上のためのコスト管理の徹底。



決算概要 貸借対照表（連結）
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金額 構成比 金額 構成比 増減額

流動資産 2,384 24.6% 2,342 23.7% -42

固定資産 7,316 75.4% 7,548 76.3% 232

資産合計 9,700 100.0% 9,890 100.0% 189

流動負債 2,769 28.6% 3,148 31.8% 379

固定負債 2,777 28.6% 1,806 18.3% -971

負債合計 5,546 57.2% 4,955 50.1% -591

純資産合計 4,154 42.8% 4,935 49.9% 781

負債・純資産合計 9,700 100.0% 9,890 100.0% 189

主な増減要因

配当金の支払い

親会社株主に帰属する当期純利益の計上

【流動負債】

短期借入金の増加

１年内返済予定の長期借入金及び

その他流動負債の減少

【固定負債】

長期借入金の減少

【流動資産】

売掛金、商品の減少

【固定資産】

建物及び構築物の増加

建設仮勘定の減少

2021年３月期末 2022年３月期末

２０２２年３月期 貸借対照表 決算ハイライト

（単位：百万円、％）
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決算概要 株主還元

60円 60円 60円

65円

75円

65.9%

78.4%

71.3%

64.6%

54.5%

91円00銭 76円54銭 84円10銭 100円57銭 137円70銭

2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期

年間配当金

配当性向(連結)

利益配分の基本方針

株主様に対する利益還元を経営の重要課題として位置付けるとともに、今後の収益力向上のための内部留保

による企業体質の強化を図りながら、業績に対応した成果の配分を行うことを基本方針としております。

2022年３月期の１株当たりの年間配当金につきましては、前期の65円から10円増配し、１株当たり75円

（うち、中間配当金３５円）とさせていただきます。

EPS

決算期



業績予想と中期経営計画

業績予想と中期経営計画
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業績予想 ２０２３年３月期
（単位：百万円、％）

2022年3月期

金額 金額 売上比 増減額 増減率

売上高 12,378 13,500 100.0% 1,122 9.1%

営業利益 2,326 2,480 18.4% 154 6.6%

経常利益 2,405 2,529 18.7% 123 5.1%

親会社株式に帰属する

当期純利益
1,510 1,580 11.7% 70 4.6%

１株当たり

当期純利益（円）
137.70 144.05 6.35 4.6%

2023年3月期予想 当年比

①enaオンラインclass、家庭教師Camp、個別教師Camp、ena新セミオンラインを「自宅ena」とし、

関連設備の拡充やインターネットメディアを活用した効果的なプロモーションを実施。

②最難関中高合格のための専門校舎である「ena最高水準」を全１５校舎体制（2022年３月に８校舎

新規開校）に拡充。



中期経営計画
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2022年3月期

（実績）

2023年3月期

（計画）

2024年3月期

（計画）

2025年3月期

（計画）

売上高 11,289 12,378 13,500 15,000 16,500

営業利益 1,861 2,326 2,480 2,850 3,300

営業利益率 16.5% 18.8% 18.4% 19.0% 20.0%

経常利益 1,786 2,405 2,529 2,909 3,360

実績 計画

・2022年1～3月に関東全域にTVコマーシャルを実施 →100百万円を投資
・DX関連事業に対して設備拡充 →100百万円を投資
・SNS広告やYouTube広告などのインターネットメディアを活用した効果的なPR

投資計画

単位：百万円

売上高と営業利益の推移
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中期経営計画 当社の強み

偏差値

私

立

都

立

学究社
他塾

１．「都立中高一貫校、都立難関高校」の対策塾として不動の地位を確立

• 他塾では、依然として私立中高一貫校、名門私立大学付属

中高対策を市場とする中、当社は都立中高受験の市場をい

ち早く開拓し、この市場での不動の地位を築いている。

２．都立中高一貫校受検、都立難関校受験
における高い合格実績

• 中学入試では都立中高一貫11校で過半数の合格実績

• 高校入試では都立進学指導重点校７校でNo.１の合格実績

３．映像・オンライン化の積極的な推進

• コロナ禍を機に従来より進めてきた映像授業やオンライン化対応

を加速。オフラインでのニーズへの対応や届かなかったマーケットへリーチ。

４．資産の有効活用

• 自社保有不動産の有効活用により、安定した収益を確保。
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中期経営計画 小中本部

１．売上高・営業利益計画

自宅に居ながらenaの授業が受けられる

ena全校から選抜された教師陣による「単方向映像授業」と、オンライン会議システム
を利用した「クラス担任による双方向の指導」を組み合わせた授業です。双方向の指導
では確認テスト・問題演習・ノート点検・質問対応などをおこない、自宅にいながらす
べてが完結します。

「いつもの校舎でいつもの教師による対面授業」と「全学
年全授業の単方向映像授業」の学習システム

いつもの校舎でいつもの教師による対面授業を受けたあと、ena全校から選抜された教
師陣による単方向映像授業を自宅で視聴して復習することができる仕組みです。全学年
全対面授業の単方向映像授業はもちろん、enaで実施される全ての模試の解説授業動画
も完備しています。都合での欠席やコロナ禍で出席を見合わせたい場合なども、いつで
もどこでも授業動画を視聴できます。

２．現行のＤＸ商品

2020年3月期
（実績）

2021年3月期
（実績）

2022年3月期
（実績）

2023年3月期
（計画）

2024年3月期
（計画）

2025年3月期
（計画）

売上高 7,468 7,712 8,429 9,039 10,055 11,060 

営業利益 1,260 1,604 1,847 1,973 2,252 2,518 

利益率 16.9% 20.8% 21.9% 21.8% 22.4% 22.8%

単位：百万円
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中期経営計画 大学受験本部

自宅学習のオンライン授業と各種単方向映像授業
いつもの授業が自宅で学習できるオンライン授業を、新セミは「オンラインclass」、
新美は「オンライン教育科」、高校部は「高１高２対象オンラインclass」で提供して
います。その他新セミでは各種の単方向映像授業を多数提供しています。

ダブル学習
システム

単方向映像授業と対面授業を組み合わせた、新セミ
のオリジナル授業（高3総合生対象）
単方向映像授業は全科目（10割）を提供し、対面授業は主要科目（6割）を提供しま
す。単方向映像授業の導入により自宅学習機会が増加し、対面授業欠席時の学習機会
も補えます。また、対面授業の4割削減により従来の講師給与を大幅に削減できます。

１．売上高・営業利益計画

２．現行のＤＸ商品

2020年3月期
（実績）

2021年3月期
（実績）

2022年3月期
（実績）

2023年3月期
（計画）

2024年3月期
（計画）

2025年3月期
（計画）

売上高 1,335 1,355 1,570 1,890 2,100 2,310 

営業利益 103 126 265 283 323 395 

利益率 7.8% 9.3% 16.9% 15.0% 15.4% 17.1%

単位：百万円
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中期経営計画 個別指導本部

最難関大学在籍教師によるオンライン家庭教師

東大、東工大、一橋大、早稲田大、慶應大等、指導にあたる家庭教師はすべて国公
立大、私立最難関大、医学部の在籍生です。パソコン、タブレット、スマートフォ
ンのどれでも受講でき、いつでもどこでもお気に入りの家庭教師のオンライン授業
が受けられます。希望内容のピンポイント解説はもちろん、勉強の仕方までオンラ
インで懇切丁寧に指導いたします。

個別指導＋自立学習＋映像授業を組み合わせ、成績
アップと学習習慣の確立を目指すオンライン個別指導

しっかり解説の「個別指導コース」、月～金で毎日学習の「自立学習コース」、繰
り返し何回でも学習できる「映像授業コース」など、目的に合わせた多彩なコース
を用意。オンラインで教師とやり取りしながら基礎と重要事項を徹底して「でき
る」ようにします。

１．売上高・営業利益計画

２．現行のＤＸ商品

2020年3月期
（実績）

2021年3月期
（実績）

2022年3月期
（実績）

2023年3月期
（計画）

2024年3月期
（計画）

2025年3月期
（計画）

売上高 869 883 969 1,035 1,100 1,200 

営業利益 50 31 105 87 124 179 

利益率 5.9% 3.5% 10.9% 8.4% 11.3% 14.9%

単位：百万円



17

中期経営計画 不動産事業・インターエデュ・ena国際部

１．売上高・営業利益計画

２．事業計画

2020年3月期
（実績）

2021年3月期
（実績）

2022年3月期
（実績）

2023年3月期
（計画）

2024年3月期
（計画）

2025年3月期
（計画）

売上高 1,247 1,338 1,408 1,536 1,745 1,930 

営業利益 70 99 107 135 150 207 

利益率 5.7% 7.4% 7.7% 8.9% 8.6% 10.8%

単位：百万円

教育関連事業の拡充
と会員サービス開始

2022年度は塾代理業売上の拡大、教師コーチ派遣サービスの開始。
2023年後期からはインターエデュ・ドットコムの会員サービスの有料化を行い2024年以降は受験の
新たなプラットフォームのサービスを開始する。

インターエデュ

人材確保および有料会員サービスの拡充。新たなプラットフォーム開発。投資計画

WEB遠隔授業
「ena‐iBT」を拡充

人的リソースを物価の安い地域にシフトさせ、WEB遠隔授業「ena‐iBT」を
北米・中南米・欧州・中東・アフリカ向けに拡充する。
帰国生を対象とした国内の「ena国際部」は新たな校舎を複数出校する。

ena国際部

人材新規採用。新規校舎の開校。投資計画

新たなビル建設と
所有不動産の活用

国立に現在隣接して所有している自社物件の２棟を建て替え、TOKIO国立タワー２号館を建設
予定。2024年度中に完成し、延床面積500坪で賃貸住宅での収入を予定。

不動産事業

所有不動産の建替。投資計画

※上記数値にはグループ間内部取引の相殺消去による連結調整額が含まれています。



会社概要

会社概要
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会社概要 経営理念

人間的教育の実践

日本一の私塾

勇気・品性・誠実

①コミュニケーション
②怒らずほめる
③明るく元気に

学究社グループ経営理念

19



会社概要 当社ブランド一覧
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小学１～３年生 小学４～６年生 中学生 高校生 高卒生 大学生、社会人

集

団

個

別

中高大受験指導
173

校

15

校

最難関中高受験指導

４

校
芸大・美大受験指導

17

校

看護医療系受験指導

個別指導
32

校

オンライン
家庭教師

オンライン
個別指導

幅広い年齢層に対応した、生徒・保護者様からのさまざまなニーズにこたえるブランド構築

※校舎数は2022年３月31日現在

オンライン
授業専門



会社概要 の特長
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◆合格実績No.1のenaだからこそ実現できる正確な合格判定

◆都立中合判は九段中等を含む都立中１１校、東大附属中、東京学芸大国際中、

お茶の水女子大附属中、市立川口高附属中の合格判定模試

◆都立高合判は都立共通問題校、自校作成問題校に分けた合格判定模試

共通問題ではマークシートを使用するなど、本番さながらの模試

他にはない本格的な合判模試
都 立 中 合 判 ・ 都 立 高 合 判

e n a オ リ ジ ナ ル 教 材
P E R S P E C T I V E

◆単元学習と入試対策が
同時に行える独自教材

復習ノート

学力の定着と記述力の養成

enaワーク

教科書改訂にも完全対応した
定期テスト対策教材で内申点を確保
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会社概要 校舎・授業風景

[校舎外観] [校舎内の様子]

[授業風景] [映像授業の活用]
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会社概要 合宿場

清里合宿場・富士山合宿場では、週末合宿、夏期合宿、正月合宿等、

短期間で飛躍的な学習効果をもたらす合宿特訓を実施しております。



本資料に関するご注意

本資料に掲載されている株式会社学究社の現在の計画、見通し、戦略等のうち、過去の事実で

ないものは、将来に関する見通しであり、リスクや不確実な要因を含んでおります。

これらの情報は、現在入手可能な情報から株式会社学究社の経営者の判断に基づいて作成さ

れております。

実際の業績は、さまざまな重要な要素により、業績見通しとは大きく異なる結果となりうるため、業

績見通しのみに全面的に依拠されることは控えるようお願い致します。

また、本資料は、投資勧誘を目的としたものではありません。投資に関する決定は、利用者ご自身

のご判断において行われるようお願い申し上げます。

ＩＲお問い合わせ

管理本部ＩＲ担当

ＴＥＬ ： ０３－６３００－５３１１

Ｅ－ｍａｉｌ ： ir@ena.co.jp


